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神田川

　江戸と青梅をつなぐ主要街道である青梅
街道が通り、神田川の水が田畑を潤すこの
一帯は、昔から人口が多く、地域の中心的
な役割を担っていたといわれています。「本

も と

となる郷」から「本郷村」と呼ばれ、明治期
以降の町名整理で「本町」となりました。

明治期の夜の暮らしや
商業活動を支えました

明治期、広大な土地で醤油を醸造し、
中野の醤油生産の約8割を占めていまし
た。明治を象徴するレンガ造りの塀の一
部が今も残っています

平安期、源義家により現在の阿佐ヶ
谷に創建され、室町期にこの地へ移
転。明治期には境内に中野町役場
が置かれ、地域の中心として機能し
ました。江戸期建立の三重塔は戦
火で焼失し、後に再建されました

江戸期、ベトナムから徳川吉宗に
献上された象が長崎から江戸に来
たあと、ここで飼育されました。死
後、象の牙は宝仙寺に保存され、
この地には象小屋があったことを
示す説明板が立っています

次のページで、今も残る本町歴史名所を紹介します

明治期に創業。神田川の水流を利用し
て水車で石臼を回す、そば粉の製粉が
盛んでした。多摩地方などから玄そばを
仕入れ、石臼で丁寧に挽

ひ

いたそば粉は、
当時都内のそば店に供給されていまし
た。現在は全国へ出荷されています

明治期以降、製粉業を支える水車がいくつも設
けられました。大

だいはちぐるま

八車を引いた農家の往来が激
しくなり、耐久性のある橋へと改修されました

明治期、横浜に日本初のビール工場が誕生。その機械
を購入し、中野でもビール醸造業が始まりました。その
後、吸収合併が繰り返され最終的にはキリンビールの
傘下に。同時期、浅田銀行も設立され、経済の発展に
貢献しました

室町期に桃園辺りで創建され、江
戸期にこの地へ移転。かつて青梅
街道から追

お い

分
わ け

通りへの分岐点に
あった道しるべの馬

ば

頭
と う

観音がここ
で祀

ま つ

られています

江戸期、参詣客でにぎ
わい、茶屋が立ち並ん
でいました

本町の始まり 青梅街道がつくる地域の成長
　江戸期、青梅街道は江戸城の建設資材を
青梅などから輸送するために開かれました。
やがて、農産物の輸送や参詣道としても利用
されるようになり、多くの人々が行き交いまし
た。交通の要

ようしょう

衝として、この地域の発展を大
きく後押ししたといわれています。

神田川がもたらした産業と暮らし
　農業用水や飲料水･生活用水として、
古くから地域の暮らしを支えてきました。
明治期から大正期にかけて、川沿いでは
製粉業や染物業など、水を大量に使う産
業が栄えました。また、昭和初期までホ
タル狩りの名所として親しまれました。
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圧倒的シェアで地域を支えた まちの中心を支えた寺院

象が中野に！？

直径約2メートルの石臼が残る

中野坂上発･幻の 「浅田ビール」
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昭和期、この辺りは花
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と
して栄え、三味線や芸妓の唄
声でにぎわいました

は、4･5ページで詳しく紹介します

明治期、大染物商として創業し、衣料品
や家具など幅広い商品を扱う地域の商
業の中心でした。後の百貨店の先駆け
ともいわれています

《その壱》 《その弍》 《その参》

▲旧本堂（「中野町誌（1933年発刊）」から引用）

▲明治期の様子

▲焼失前の三重塔（※）

▲当時の様子（鍋横観察隊提供）

Ⓒキリンホールディングス（株）  蔵

大正期の成願寺付近の牧場（※）▶︎�

▲大正期の様子（※）

※Ⓒでじなか　ちいきの写真と図書のアーカイブ
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時の足跡をたどる

本町周辺の歴史

中野

　区内には、名所旧跡や文化財が数多くあります。
　今号では、本町周辺の歴史を紹介。身近にある中野の歴
史に触れてみませんか。
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